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１．研究計画の概要	
 
	
 本研究は、南極海海洋生態系の主要構成種
であるペンギン類について、海洋環境の変動
により長期的な個体数・生態の変動が生じる
メカニズムを明らかにすることを目的とし
ている。具体的には、ペンギン類の採餌行
動・繁殖成績を、近年の個体数傾向が異なっ
ている西南極地域と東南極地域の両方で調
査し比較することで、地域的な海洋環境の変
化とペンギンの個体数・生態変動との関係を
明らかにする。	
 
	
 
２．研究の進捗状況	
 
	
 当初計画通り、平成 20~22 年度の間に西
南極地域（キングジョージ島、バード島）と
東南極地域（昭和基地、ケルゲレン島）の両
方においてペンギン類の行動・生態に関する
野外調査を実施することができた。GPS-深度
データロガー、画像・動画データロガー、加
速度データロガーをペンギン類に装着し、一
定期間後に回収することで、ペンギンの移動
軌跡（採餌位置）、水中での捕食行動につい
ての新規データを取得できた。これらの新規
データに加えて、過去にこれらの地域で得ら
れている採餌行動、繁殖成績、個体数変化の
データを合わせて解析することで、地域的な
海洋環境の変化とペンギンの個体数・生態変
動との関係についての研究を進めている。	
 
	
 GPS-深度データロガーによって記録され
た西南極地域キングジョージ島のヒゲペン
ギン・ジェンツーペンギンの採餌位置、潜水
深度を種間で比較したところ、ジェンツーペ
ンギンは沿岸海域の底層を、ヒゲペンギンは
外洋海域の表層を利用するという生態の違
いが明らかになった。西南極地域において、
ヒゲペンギンの個体数は減少傾向にあるの

に対し、同じ場所で繁殖するジェンツーペン
ギンの個体数は増加・安定傾向にあり、こう
した個体数傾向の違いが採餌生態の違いと
関連することが示唆された。	
 
	
 また画像ロガーによって記録された西南
極地域シグニー島・キングジョージ島のアデ
リーペンギン・ヒゲペンギン・ジェンツーペ
ンギンの水中での捕食行動について分析し
た。その結果、ペンギンが餌のナンキョクオ
キアミを捕食する深度が、海表面での海氷の
分布状態によって変化することが明らかに
なった。海氷の分布状態が、ナンキョクオキ
アミの深度分布の変化を通じてペンギンの
採餌行動に影響することが示唆された。	
 
	
 
３．現在までの達成度	
 
	
 おおむね順調に進展している。平成 22 年
度までに予定していた野外調査を順調に実
施でき、ペンギンの行動・生態についての十
分なデータを取得できた。また、成果につい
ても既に一部が国際学術誌に論文として発
表されている。	
 
	
 
４．今後の研究の推進方策	
 
	
 本研究課題は平成 23 年度が最終年度とな
るため、これまで得られた東南極地域、西南
極地域のデータの統合的な解析を行って、成
果を取りまとめることに集中する。	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
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